
　　環境DB　

ＬＣＡの課題と開発体制

課題
環境ＤＢの内容充実

・新材料

・ＣＯ２以外の環境負荷

理解・比較し易い表示法　

十分な普及に至らず

負荷の積算結果を
定量的に表示

負荷の積算結果を
定量的に表示

虫食い状態

ｿﾘｭｰｼｮﾝ
事業本　ＬＣＡソフト開発・運用　

環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技術　　

生産技術本 / 環境本　　

環境ＤＢの構築　　

材料・環境技術研究所　　

ＬＣＡ手法の理論　

外部研究機関　　
(東大・安井教授)　　

VPS/ＥＣＯＤＥＳＩＧＮ
（生産技術本）

VPS/ＥＣＯＤＥＳＩＧＮ
（生産技術本）

開発体制

材料　
排出係数　 CO2 SOx

PP（ポリプロピレン） 0.7 0.3 1.3
PS（ポリスチレン） 2.2
発泡スチロール
PET 2.5 1.3 4.3
ABS 2.4 1.2 4.7

NO x

1.8
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ＬＣＡ（CO2発生）評価例

工場名 CO2排出量(ton-C) 主な取り扱い製品
長野 20,131 ｽﾄﾚｰｼﾞ本,ﾌｧｲﾙ事
沼津 8,299 コンピ本
計 28,430

参考：情報系 生産工場のCO2排出量
[出展:生産ｼｽﾃﾑ本部 統括部長会議(2000.6.13付)から抜粋]C

O
2

排
出

量
(k

g
)

組立

検査

包装

廃棄
回収
流通

加工

生産工場の
CO2排出量
（全ﾗｲﾌｻｲｸﾙの約1.5％）

LCA算定結果

素材・使用以外の
CO2排出量
（全ﾗｲﾌｻｲｸﾙの約３％）

- 情報系 工場のCO2排出量 ：約2.8万トン
- 情報系　製品の全CO2排出量：約200万トン

0

50

100

150

200

250

素材

使用*

*：製品ﾗｲﾌの消費電力
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ＬＣＡの課題と対応案

誰もが
意思決定ツール

として利用

誰もが
意思決定ツール

として利用

１．評価基準／環境負荷 原単位の統一
　　・利用する原単位の共通化，ISO14040s Type-Ⅲ化

２．分かり易い指標
　　・社会的な関心事を指標化
　　　　- CO2相当量：地球温暖化問題への貢献度
　　　　- 廃棄物量　：最終処分場問題への貢献度

　

３．出来るだけ簡易なＬＣＡ（演算方法）の採用
　　・ＬＣＡ算定ルールの単純化／自動演算ツール
　　・原単位データベースの充実（類似材料の統合　等）

ＬＣＡの普及と結果の活用

利用価値大
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利用部門 利用業務 システム構成

グリーン設計･情報提供システム

製品設計システム
•CAD、PDMなど

VPS/Eco Design、LCASLIM
（分析ツール）を活用した

グリーン設計システム

製品環境情報システム
•製品環境情報DB

設計情報

LCA情報

グリーン調達

エコ製品認定

製品設計

環境配慮設計

設計部門

設計部門
環境部門

購買部門
営業部門 環境情報開示

今回受注部分

環境情報(LCAﾃﾞｰﾀ)

従来

今後

VPS: Virtual Product Simulator　

All Rights Reserved, Copyright (C) 富士通株式会社 2002



VPSによるＤＲ
(保守性､操作性、地球環境)

重心、表面積、体積、
重量の自動計算　　

公差解析

解析との連携

ＣＡＭとのﾃﾞー ﾀ 連携
　・金型設計
　・板金加工

マニュアルへの適用
・斜視図
・爆発図
・ﾌｫﾄﾘｱﾘｽﾃｨｯｸ

ラピッドプロトタイプ
・注型金型
・モックアップ

干渉／間隙チェック

電気CAD連携ﾌﾟﾘﾝﾄ板CAD

3D-CAD
3D-CAD

熱

応力

電磁場

環境負荷ＤＢ

グリン購入
ＤＢ

設計ﾃﾞｰﾀ活用と
統合検証環境

三次元環境配慮設計 VPS/Eco Design
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環境配慮型製品環境配慮型製品
～パソコン事例～～パソコン事例～
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グリーン製品化 計画／実績

60.5

41.9

100 83.9 100

0

20

40

60

80

100

'01 '02 '03

◆ 新規開発のすべての製品を
　　　　　グリーン製品として提供
◆ 新規開発のすべての製品を
　　　　　グリーン製品として提供

目 標目 標

富士通富士通 グループグループ

02年度
100 %
02年度
100 %

03年度
100 %
03年度
100 %

01年度
実績

01年度
実績 60.5 %60.5 % 41.9 %41.9 %

実 績 計 画
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グリーン製品の基準

・電子部品　　　　　　　 ５項目
・携帯製品／小型製品　 　　６項目

基準体系

・中型製品／大型製品　 　　６項目
・パーソナルコンピュータ　 14項目
・プリンタ／大型プリンタ 　８項目

Step1：『製品環境アセスメント規定』の評価(43項目)

適合条件

Step2 : 『共通基準』と『製品群別基準』の評価

グリーン製品

『共通基準』

『製品群別基準』

(２７項目)

定義 『先行的な環境強化型製品』

適合

All Rights Reserved, Copyright (C) 富士通株式会社 2002



グリーン製品例

HDD
デスクトップPC

IAサーバ

累計275機種（2001年3月末現在）

ネットワークサーバ

携帯電話

レーザープリンタ
ノートPC

データ通信用端末
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資源有効利用促進法

ＰＣへの社会的要求

グリーン購入法

省エネ法

欧州委員会指令案

法規制

義務化

設計対応

３Ｒ設計、リサイクルシステム
（ﾘﾃﾞｭｰｽ・ﾘﾕｰｽ・ﾘｻｲｸﾙ）

省資源設計

エネルギー消費効率向上

有害化学物質代替

（再生樹脂、再使用部品　他）

（鉛･六価ｸﾛﾑ･ｶﾄﾞﾐ･水銀　他）

（トップランナー基準値適合）

（リサイクル・化学物質）
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ＰＣのグリーン購入動向

ＮＴＴグリーン調達

エコマーク

PCグリーンラベル

環境情報開示

グリーン購入

企業評価・製品選択

設計対応

安全設計、情報提供

環境負荷データ（ＬＣＡ）
（ﾘｻｲｸﾙ･ｴﾈﾙｷﾞｰ･ＣＯ２　他）

省エネ、３Ｒ設計

ＩＳＯ１４００１取得
（開発、製造拠点）

（グリーン調達）

（使用・リサイクル・電磁波）

（日本環境協会）

（ＪＥＩＴＡ）

（環境省・ＮＧＯ）

（ＮＴＴグループ）
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製品評価・選択

環境活動に率先的な企業を優先

•企業をランキング、調達比率反映

企業評価

グリーン購入を拡大

市場の評価・要求

•国、官公庁、ＮＴＴｸﾞﾙｰﾌﾟ、一般企業の入札条件

製品環境情報を要求

環境情報開示

•定量的な製品環境性能、環境データの提供

「更なるグリーン製品開発」

All Rights Reserved, Copyright (C) 富士通株式会社 2002



ＰＣの先行取り組み事例（１）

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟPCのｴﾈﾙｷﾞー 消費効率トレンド
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ノートPCのエネルギー消費効率トレンド
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省エネ法 『エネルギー消費効率基準値』を全製品でクリア

• 当社独自の省エネクリアロゴをカタログ等に表示

ＦＭＶパソコンのエネルギー消費効率推移
ノートパソコン デスクトップパソコン

［省エネ］
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再生樹脂

再生樹脂

クロムフリー鋼板
クロムフリー鋼板

再生樹脂

ハロゲンフリー筐体 ハロゲンフリー筐体

ＦＭＶ　ＤＥＳＫＰＯＷＥＲ ＦＭＶ　ＤＥＳＫＴＯＰ

ＦＭＶ　ＢＩＢＬＯ ＦＭＶ　ＬＩＦＥＢＯＯＫ

ハロゲンフリー筐体

Ｍｇ合金筐体 Ｍｇ合金筐体

再生樹脂

［リサイクル技術・環境貢献材料］

鉛フリーはんだ
　(LOOX)

生分解性樹脂

ＰＣの先行取り組み事例（２）

　(ＮＢ)

リサイクル対応塗料

鉛フリーはんだ
　(CL・SL)
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FMV BIBLO FMV LIFEBOOK  FMV DESKTOP 液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

［エコマーク製品］

大豆インキ使用包装箱

［包装材］
　段ボール箱の印刷を、水溶性インキから
　環境負荷の少ない大豆インキを使用

＊石油系樹脂を１５％削減
＊大豆タンパクを使用のため微生物で分解

ＰＣの先行取り組み事例（３）

［ＰＣグリーンラベル］
デスクトップ、ノート、ディスプレイの全製品適合
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ＰＣの環境配慮度

自社基準 業界基準 第三者認定

［
環
境
配
慮
度
］

富士通

Ｎ

ＰＣｸﾞﾘｰﾝﾗﾍﾞﾙ
ｴｺﾏｰｸ

高
［トップランナー］

（ｸﾞﾘｰﾝ購入法）

（省エネ法）

（ｱｾｽﾒﾝﾄ基準）

ＮＴＴ

Ｔ

Ｉ

（日本）

ｴｺﾌﾗﾜｰ
（ＥＵ）

ﾌﾞﾙｰｴﾝｼﾞｪﾙ
（独）

ＦＭＶパソコンは他社に勝る環境配慮製品を実現

ＧＰＮ

ＦＭＶパソコン

他社パソコン
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更なるグリーン製品開発
環境トップランナー製品の開発

•電源ＯＦＦ時の消費電力１Ｗ以下実現
•再生樹脂、生分解性樹脂の使用拡大（難燃性ｱｯﾌﾟ）
•ﾊﾛｹﾞﾝﾌﾘｰ（基板・ｹｰﾌﾞﾙ）、鉛ﾌﾘｰはんだ拡大

営業部門への情報公開、顧客への提案
グリーン購入を活用したビジネス促進

•環境負荷改善効果の定量的データ提案（ＬＣＡ）

今後のＰＣ開発とビジネス戦略

「環境性能拡充」「環境パフォーマンス向上」

•製品環境情報ＤＢ化／共有化、拡販ツール強化

「顧客ニーズ対応」「ビジネス拡大」
All Rights Reserved, Copyright (C) 富士通株式会社 2002



製品の回収 富士通リサイクルセンター

・川崎物流センター

・名古屋ターミナル

・明石ターミナル
・大阪ターミナル

・福岡ターミナル

富士通西日本地区
リサイクルセンター

富士通中部
リサイクルセンター

富士通首都圏
リサイクルセンター

富士通東日本
リサイクルセンター

富士通九州
リサイクルセンター

（1997年度稼動）

(1997年度稼動）

（1997年度稼動）

（1996年度稼働）

（1995年度稼働）

・札幌ターミナル

・金沢ターミナル

・仙台ターミナル

All Rights Reserved, Copyright (C) 富士通株式会社 2002



サービスの取り組みサービスの取り組み
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環境ソリューションのターゲット

現在

取
り
組
み

企業のエコ化
•環境経営

•環境コンサル
•＠EcoVision

環境管理支援

近未来

製品、サービス
のエコ化

•エコデザイン
•LCA

エコ事業
•エコタウン

エコ社会

※LCA(ﾗｲﾌｻｲｸﾙｱｾｽﾒﾝﾄ)：製品の製造から廃棄されるまでの環境負荷の評価

e-Japan戦略
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『あしたの地球環境に寄与』
サスティナビリティ(社会の持続可能性)に貢献

ソリューションが変える未来の地球環境

コンテンツごとに効果(CO2削減、省エネ、
ペーパーレスなど)を定量化して提案

ITは地球を救う

行政サービスの向上とともに、
地球環境への貢献を提示

All Rights Reserved, Copyright (C) 富士通株式会社 2002



ソフトサービスの環境側面の評価

調達
開発
製造

輸送 使用 廃棄
ﾘｻｲｸﾙ

調達
・資材、部材
・調達手段

開発、製造
・省エネ性
・拡張性
・開発工数
　(ｴﾈﾙｷﾞｰ消費)
・資源の使用

輸送
・輸送手段
・梱包材

使用
・消費電力
・メンテナンス性

廃棄、リサイクル
・製品の廃棄
・リサイクル性

・改善項目の洗出し
　できるだけ環境負荷
　の少ないシステムを
　検討

・提案書、見積書に
　環境情報を掲載

　○％CO2削減
　紙○枚削減
　電力○WH削減

•顧客先で生じる環境負荷と環境改善効果を評価し提供

・資源抑制効果
　 ○％CO2削減

（紙 ○枚削減）

・事業活動効率化
　による省ｴﾈ

○％CO2削減
（○WH削減）

ト
ー
タ
ル
の
効
果
算
出

•ITシステム全体を各段階毎(LCA的)に負荷調査

負荷増加要素 導入効果
（負荷削減要素）

＋

□ 目 的
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ITと環境とのかかわり

◆ 情報媒体を電子化して利用できる
→ 音楽・映像の電子配信、電子出版など

◆ 情報媒体を電子化して利用できる
→ 音楽・映像の電子配信、電子出版など

ITはエネルギー/資源消費の抑制に効果をもたらす

◆人やものが不必要に移動しなくてすむ

→ SCM、電子行政　など

◆人やものが不必要に移動しなくてすむ

→ SCM、電子行政　など

◆ 空間を効率的に利用できる

→ 電子商取引　など

◆ 空間を効率的に利用できる

→ 電子商取引　など
出所：「IT社会の進展に伴うエネルギー消費と環境影響」NTT生活研究所　をもとに作成
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ITと環境とのかかわり（事例）

ITの活用によるエネルギー消費削減効果 (2010年度予想）
日本全体のエネルギー

ITの種類 消費量に対する削減割合(% )
◆ 個人向け電子商取引 0.6
◆ 法人向け電子商取引 0.4
◆ 物質の電子情報化 0.2
◆ 生産流通の管理 1.3
◆ ﾃﾚﾜｰｸ・遠隔会議・遠隔管理 0.3
◆ ﾘｻｲｸﾙにおける情報通信技術の活用 0.7
◆ 高速道路交通システム(ITS) 0.1

合　計 － 3.6 ％
IT関連機器導入によるエネルギー消費増 ＋ 1.1 ％

ITの活用によるエネルギー消費削減効果 (2010年度予想）
日本全体のエネルギー

ITの種類 消費量に対する削減割合(% )
◆ 個人向け電子商取引 0.6
◆ 法人向け電子商取引 0.4
◆ 物質の電子情報化 0.2
◆ 生産流通の管理 1.3
◆ ﾃﾚﾜｰｸ・遠隔会議・遠隔管理 0.3
◆ ﾘｻｲｸﾙにおける情報通信技術の活用 0.7
◆ 高速道路交通システム(ITS) 0.1

合　計 － 3.6 ％
IT関連機器導入によるエネルギー消費増 ＋ 1.1 ％

－ 2.5 ％
→ COP3の日本削減割当率 6%に対して約4割の貢献

出所：「IT社会の進展に伴うエネルギー消費と環境影響」NTT生活研究所
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環境効果算出 ワンストップ電子申請導入前後

住　民 市町村

申請のための移動

転出、転入届出

申請関連の労力
届 出

紙紙

交通機関からの交通機関からの
COCO22排出排出 オフィスのオフィスの

電力消費電力消費

サーバ等の電力

導入後導入後

発電時に　発電時に　
排出される排出される
COCO22増加増加
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環境効果算出 ワンストップ電子申請導入前後

導入前 導入後

CO2排出量比較

47％削減

◆環境負荷低減の要素◆
□転入、転出用紙の削減

□届出を行う際の交通機関

からの環境負荷削減

□業務の効率化による
オフィス電力使用の効率化

◆環境負荷増加の要素◆
□サーバなど導入による

電力消費量の増加

◆環境負荷低減の要素◆
□転入、転出用紙の削減

□届出を行う際の交通機関

からの環境負荷削減

□業務の効率化による
オフィス電力使用の効率化

◆環境負荷増加の要素◆
□サーバなど導入による

電力消費量の増加
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環境管理／環境コミュニケー
ション・ツールとしてのＩＴ
環境管理／環境コミュニケー
ション・ツールとしてのＩＴ
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循環型社会のＩＴモデル

　　
エネルギー

素材

設備・部品

国／自治体
消費者

国／自治体
消費者

製品

廃棄物

製
品
市
場

廃
棄
物

環境施設管理

インター
ネット

ﾘｻｲｸﾙ

イントラネット

グリーン調達 LCA設計・
製造支援

リサイクル市場（EC）

企業

環境情報公開

物流
ネット

各種産業
EC/EDI

E C   : Electronic Commerce
EDI   : Electronic Data Interchange
LCA : Lifecycle Assessment
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エコタウン事業（ビジネスモデル事例）

（福島県いわき市様向け：2002年3月）
ITを活用した 化学排出物リサイクルシステム

環境コンサルティング
化学物質収支管理(PRTR)のｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ

各種申請のワンストップ化
富士通

•ゼロエミッション社会の推進
•地場産業活性化とＩＴ化推進

•安心して安全に住める
まちづくり推進

市民

•ＰＲＴＲ等の事務負担軽減

企業

行政

ASPｾﾝﾀｰ
ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ

情報公開 インターネット
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環境監視システム

県へのﾃﾞｰﾀ報告

環境水質測定所
計８測定所

神奈川県

環境・自排ﾃﾚﾒｰﾀ

発生源大気
ﾃﾚﾒｰﾀ

水質系ﾃﾚﾒｰﾀ

中央処理装置

中央処理装置

中央処理装置

監視端末

監視端末

監視端末

測定データ公開
インターネット

情報公開ｻｰﾊﾞ

発生源大気水質
測定所

計３１測定所

大気環境測定所
大気自排測定所
計１８測定所

ＮＴＴ
ＩＳＤＮ回線

又は
専用線

GP7000Dﾓﾃﾞﾙ
200

FMV端末×
７

GP7000DRﾓﾃﾞﾙ
200

FMV端末×
７

ﾌﾟﾘﾝﾀ×２

ﾌﾟﾘﾝﾀ×３

GP5000ﾓﾃﾞﾙ
280

Ａ系

FMR系

大気等の測定データを、インターネットを通じて住民に公開

8All Rights Reserved, Copyright (C) 富士通株式会社 2002


